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(57)【要約】
　充電式電子装置の手持ち式の電気的に動作する喫煙装
置であって、充電式電源と、ＭＯＳＦＥＴ電圧制御され
るスイッチによって充電式電源に接続される第一の充電
接点（ＭＯＳＦＥＴは電源端子、ドレイン端子、および
ゲート端子を持つ）と、オペアンプであって、電源端子
に接続されるオペアンプの非反転入力、ドレイン端子に
接続されるオペアンプの反転入力、およびその中のゲー
ト端子に接続される出力を有するオペアンプと、充電式
電源に接続される第二の充電接点（第一の充電接点と充
電式電源との間の電圧差が第一の閾値電圧より低い時に
、電圧制御されるスイッチＭＯＳＦＥＴが第一の電気接
点と充電式電源との間のスイッチを通した電流フローを
防止するように構成される）と、を備える喫煙装置であ
って、この装置は、電源端子とドレイン端子との間の電
圧差を増幅し、これをゲート端子に適用し、閉ループフ
ィードバックをオペアンプの反転入力に適用し、バイア
ス抵抗器がオペアンプの反転入力と電気接地との間に接
続されるように構成される。この配列は、整流器ダイオ
ードと比較して小さくかつ比較的わずかな電力しか引き
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　充電式の手持ち式の電気的に動作する喫煙装置であって、
　充電式電源と、
ＭＯＳＦＥＴによって前記充電式電源に接続される第一の充電接点であって、前記ＭＯＳ
ＦＥＴが電源端子、ドレイン端子、およびゲート端子を持つ、第一の充電接点と、
　オペアンプであって、前記電源端子に接続される前記オペアンプの非反転入力、前記ド
レイン端子に接続される前記オペアンプの反転入力、およびその中の前記ゲート端子に接
続される出力を有するオペアンプと、
　前記充電式電源に接続される第二の充電接点と、を備え、
　前記ＭＯＳＦＥＴが、前記第一の充電接点と前記充電式電源との間の電圧差が第一の閾
値電圧より低い時に、前記第一の電気接点と前記充電式電源との間の前記ＭＯＳＦＥＴを
通した電流フローを防止するように構成され、前記装置が、前記電源端子と前記ドレイン
端子との間の電圧差を増幅し、かつこれを前記ゲート端子に適用するように構成され、閉
ループフィードバックが前記オペアンプの前記反転入力に適用され、前記電源端子におけ
る電圧が前記ドレイン端子における電圧と等しい時に前記ＭＯＳＦＥＴが確実にブロック
されるように、バイアス抵抗器が前記オペアンプの前記反転入力と電気接地との間に接続
される、充電式喫煙装置。
【請求項２】
　前記ＭＯＳＦＥＴがＰ－チャネルＭＯＳＦＥＴである、請求項１に記載の充電式喫煙装
置。
【請求項３】
　前記充電式電源を充電するために正常な充電電流が前記電源端子に適用される時に、前
記ＭＯＳＦＥＴを飽和したモードで動作するように十分なゲインを用いて前記電源端子と
前記ドレイン端子との間の前記電圧差を増幅するように前記装置が構成される、請求項１
または２に記載の充電式喫煙装置。
【請求項４】
　前記オペアンプの前記出力と前記電源端子との間に接続された抵抗器を備える、請求項
１～３のいずれか一項に記載の充電式喫煙装置。
【請求項５】
　前記第二の充電接点が電気接地に接続された、請求項１～４のいずれか一項に記載の充
電式喫煙装置。
【請求項６】
　複数のデータ接点をさらに備える、請求項１～５のいずれか一項に記載の充電式喫煙装
置。
【請求項７】
　前記充電式電源がリン酸鉄リチウム電池である、請求項１～６のいずれか一項に記載の
充電式喫煙装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、露出した充電接点を持つ充電式電気装置のための短絡保護に関する。本開示
は、特に手持ち式の電気的に動作する喫煙装置に関し、ここで、装置の正常な動作中は任
意の短絡保護が小さく、かつ引き出す残留電流が最小限であることが望ましい。
【背景技術】
【０００２】
　短絡保護は露出した電気接点を有する充電式電気装置について周知である。リチウムイ
オン電池を使用する装置については、例えば、短絡保護は電池の過熱を防止するために望
ましい。
【発明の概要】
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【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　最も単純かつ最も一般的な短絡保護の形態は、充電接点の間での一つ以上の整流器ダイ
オードの接続である。ところが、これらのダイオードは３００～８００ｍＶの順電圧降下
を持ち、結果として充電中に著しいエネルギー損失をもたらす。一般な手持ち式装置では
、保護ダイオードは充電電圧の１０％の割合を占める場合がある。
【０００４】
　米国特許出願整理番号第２００６／０１２００６９号は、予測可能な電圧降下を持つＭ
ＯＳＦＥＴを使用する短絡保護回路を開示する。ところが、短絡防止回路がトリガされる
までにかかる時間のため、米国特許出願整理番号第２００６／０１２００６９号に開示さ
れる回路はすべての電池ケミストリーに対して適切なわけではない。特に、リン酸鉄リチ
ウム電池は内部抵抗が比較的低く、これは米国特許出願整理番号第２００６／０１２００
６９号の短絡防止回路がトリガするまでにかかる非常に短い期間でも非常に高い電流が流
れる可能性があることを意味する。
【０００５】
　低電力の、小さくかつ安価な、そしてすべての電池ケミストリーに対して適切な充電式
装置のための短絡保護に対する必要性がある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　一つの態様では、充電式の手持ち式の電気的に動作する喫煙装置が提供され、これは、
充電式電源と、電圧制御されるスイッチによって充電式電源に接続される第一の充電接点
と、充電式電源に接続される第二の充電接点とを備え、電圧制御されるスイッチは第一の
充電接点と充電式電源との間の電圧差が第一の閾値電圧より低い時に第一の電気接点と充
電式電源との間のスイッチを通した電流フローを防止するように構成される。
【０００７】
　この配列は、整流器ダイオードと比較して小さくかつ比較的わずかな電力しか引き出さ
ない方法で短絡保護を可能にする。
【０００８】
　電圧制御されるスイッチは、金属酸化膜半導体電界効果トランジスタ（ＭＯＳＦＥＴ）
を備えてもよい。ＭＯＳＦＥＴはＰ－チャネルＭＯＳＦＥＴでもよい。さらに、スイッチ
に対するデフォルト条件はオフ状態であり、スイッチを通した電流の流れを防止し、閾値
電圧差はスイッチをオンにすることを要求するので、短絡の発生からスイッチがトリガさ
れるまでの期間に潜在的に損傷を与える可能性がある電流がスイッチを通って流れる、と
いう問題がない。
【０００９】
　ＭＯＳＦＥＴは、電源端子と、ドレイン端子と、ゲート端子と、を持ち、また装置は電
源端子とドレイン端子との間の電圧差を増幅し、これをゲート端子に適用するように構成
される場合がある。有利なことに、装置は、充電式電源を充電するための正常な充電電流
が電源端子に適用される時に、飽和したモードでＭＯＳＦＥＴを動作するために十分なゲ
インを用いて電源端子とドレイン端子との間の電圧差を増幅するように構成される。これ
により、充電中にＭＯＳＦＥＴの抵抗の結果として電力損失が確実に最小限になる。
【００１０】
　装置は、一方の入力が電源端子に接続され、もう一方の入力がドレイン端子に接続され
、かつ出力がゲート端子に接続されるオペアンプを備えてもよい。オペアンプの非反転入
力は電源端子に接続されてもよく、またオペアンプの反転入力はドレイン端子に接続され
てもよい。
【００１１】
　要求される電圧ゲインを提供するためにオペアンプの反転入力に閉ループフィードバッ
クを適用してもよい。
【００１２】
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　装置は、オペアンプの反転入力と電気接地との間に接続されたバイアス抵抗器をさらに
備えてもよい。バイアス抵抗器は、電気接点に充電電圧が適用されていない時にＭＯＳＦ
ＥＴがブロックされることを確実にしうる。
【００１３】
　装置は、オペアンプの出力と電源端子との間に接続された抵抗器をさらに備えてもよい
。この抵抗器は、ＭＯＳＦＥＴのゲート電圧を電源電圧に近いようにし、そしてオペアン
プが無効な場合でさえもＭＯＳＦＥＴが確実にブロックされたままになるようにする。
【００１４】
　第二の充電接点は電気接地に接続されてもよい。
【００１５】
　装置は、複数のデータ接点をさらに備えてもよい。
【００１６】
　充電式電源はリチウムイオン電池であってもよく、特にリン酸鉄リチウム電池であって
もよい。
【００１７】
　装置は、手持ち式の電気的に動作する喫煙装置である。このタイプの装置については、
電子構成要素がコンパクトかつ低電力であることが特に重要である。
【００１８】
　別の態様では、第一の充電接点と別の接点との間の短絡の際に充電式電源および複数の
露出した接点を持つ充電式の手持ち式の電気的に動作する喫煙装置を保護する方法が提供
され、この方法は、第一の充電接点と充電式電源との間に電圧制御されるスイッチを提供
することと、第一の充電接点と充電式電源との間の電圧差が第一の閾値電圧より低い時に
第一の電気接点と充電式電源との間のスイッチを通る電流フローを防止する、電圧制御さ
れるスイッチを制御することと、を含む。
【００１９】
　ここで本開示による実施形態を、以下の添付図面を参照しながら、例証としてのみでは
あるが詳細に記述する。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】電気的に動作する喫煙装置および関連付けられた充電ユニットの概略図である。
【図２】図１の電気的に動作する喫煙装置上の電気接点の配列の概略図である。
【図３】図１および図２に例証されたタイプの装置のための短絡保護回路の回路図である
。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
　図１は、本発明の一つの実施形態による充電装置１００および充電式装置１０２を含む
システムを示す。この例の充電装置１００は、電気加熱式の喫煙システム用の充電ユニッ
トである。この例の充電式装置１０２は、エアロゾル形成基体を含む喫煙物品１０４を受
けるように適合された電気加熱式エアロゾル発生装置である。充電式装置は、作動時にエ
アロゾル形成基体を加熱するためのヒーターを含む。ユーザーは、喫煙物品１０４のマウ
スピース部分を吸入して、エアロゾルをユーザーの口の中に吸い込む。充電式装置１０２
は、充電式装置の電源を再充電するために、充電装置１００のくぼみ１１２内に受けられ
るように構成される。
【００２２】
　充電装置１００は、第一の電池１０６、制御電子回路１０８、および充電式装置が電気
接点１１０と接続している時に、第一の電池１０６から充電式装置の第二の電池に電力を
提供し、充電式装置の電子回路１２８に電気データを提供するように構成された電気接点
１１０を備える。電気接点１１０は、くぼみ１１２の底部に隣接して提供されている。く
ぼみは、充電式装置１０２を受けるように構成されている。充電装置１００の構成要素は
、ハウジング１１６内に格納される。
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【００２３】
　充電式装置１０２は、第二の電池１２６、二次制御電子回路１２８、および電気接点１
３０を備える。上述のとおり、充電式装置１０２は、電気接点１３０が充電装置１００の
電気接点１１０と接触している時に、充電装置から電力およびデータの供給を受けるよう
に構成されている。充電式装置１０２は、喫煙物品１０４を受けるように構成されたくぼ
み１３２をさらに含む。例えば、ブレードヒーターの形態のヒーター１３４は、くぼみ１
３２の底部に提供される。使用時、ユーザーが充電式装置１０２を起動すると、電力が電
池１２６から制御電子回路１２８を経由してヒーター１３４に供給される。ヒーターは、
エアロゾル発生物品１０４のエアロゾル形成基体からエアロゾルを発生させるのに十分な
標準使用温度に加熱される。充電式装置１０２の構成要素は、ハウジング１３６内に格納
される。このタイプの充電式装置は、例えば欧州特許第ＥＰ２１１００３３号により詳細
に記述されている。
【００２４】
　この例では、充電式装置１０２は電気加熱式の喫煙装置である。このように、充電式装
置１０２は小さい（従来の紙巻たばこサイズ）。充電式装置１０２は多角形断面を持つ。
充電式装置の外径は、一方の平坦面から反対側の平坦面まで測定すると約１２．７ｍｍ～
約１３．６５ｍｍであり、一方の端から反対側の端まで（すなわち、充電式装置の一方の
側面にある二つの面の交点から、もう一方の側面の対応する交点まで）測定すると約１３
．４ｍｍ～約１４．２ｍｍであり、ボタンの上端から反対側の底部平坦面まで測定すると
約１４．２ｍｍ～約１５ｍｍとしうる。充電式装置の長さは約８０ｍｍである。
【００２５】
　喫煙装置は、数分間（一回の喫煙セッションのために一般的にはおよそ７分間）にわた
り、高電力を送達しなければならない。次に第二の電池を、再充電のために充電装置１０
０に戻す必要がありうる。充電装置の第一の電池１０６は、それ自体の再充電が必要にな
る前に、第二の電池１２６を数回再充電するのに十分な電荷を保持するように構成されて
いる。これによって、電気コンセントから再充電する前に、数回の喫煙セッションが可能
なポータブルシステムがユーザーに提供される。
【００２６】
　小さなサイズ、十分な容量で安全だが、素早く充電および放電することに加えて許容可
能な寿命を持つという第二の電池１２６の競合要件を満足するために、この例のように、
リン酸鉄リチウム（ＬｉＦｅＰＯ４）電池ケミストリーを使用しうる。この例の第二の電
池１２６は円筒形であり、直径１０ｍｍ、長さ３７ｍｍである。代替品として、チタン酸
リチウム電池を第二の電池のために使用しうる。
【００２７】
　充電装置１００の第一の電池１０６は、プリズムタイプのコバルト酸リチウム（ＬｉＣ
ｏＯ２）である。コバルト酸リチウム電池は、リン酸鉄リチウムよりも高い電池の電圧を
提供し、単一のコバルト酸リチウム電池からのリン酸鉄リチウム電池の充電を可能にする
。
【００２８】
　エアロゾル形成基体は、加熱に伴い基体から放出される揮発性のたばこ風味化合物を含
む、たばこ含有材料を含みうる。別の方法として、エアロゾル形成基体は、非たばこ材料
を含みうる。エアロゾル形成基体は、さらにエアロゾル形成体を含むことが好ましい。適
切なエアロゾル形成体の例は、グリセリンおよびプロピレングリコールである。
【００２９】
　エアロゾル形成基体は固体の基体であってもよい。固体基体は、例えば、薬草の葉、た
ばこ葉、たばこの茎の破片、再構成たばこ、均質化したたばこ、押出成形たばこおよび膨
化たばこのうち１つ以上を含む、粉末、顆粒、ペレット、断片、スパゲッティ、細片また
はシートのうち一つ以上を含みうる。あるいは、エアロゾル形成基体は、液体基体でもよ
く、また喫煙物品は、液体基体を保持するための手段を含みうる。
【００３０】
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　図２は、図１の電気的に動作する喫煙装置および充電装置上の電気接点の配列の概略図
である。充電式装置１０２が５つの対称的に配置された電気接点１３１、１３３、１３５
、１３７、１３９を有することを図２から見ることができる。電力用に２つの接点が提供
され、データ用に２つの接点が提供され、また１つの接点は冗長である。電力用に提供さ
れた２つの接点のうち、第一の接点１３１は充電電圧を受けるように構成され、また第二
の接点１３３は電気接地として構成される。充電装置は、充電式装置上の接点と係合する
ために対応する接点の配列、１１１、１１３、１１５、１１７、１１９を持つ。
【００３１】
　図２に示すものなどの配列を用いると、第一の接点１３１と第二の接点１３３、または
データ接点１３５もしくは１３７のうちの一つとの間に潜在的な短絡の可能性がある。短
絡の際に電池が過熱するのを防止するために、短絡保護配列が提供される。
【００３２】
　図３は、一つの実施形態による短絡保護配列を例証する。第一の接点１３１は図３の右
側に示される。第二の電池１２６への接続は端子２００によって示される。Ｐ－チャネル
ＭＯＳＦＥＴ２１０は第一の接点１３１と第二の電池１２６との間に接続される。ＭＯＳ
ＦＥＴ２１１の電源は第一の接点１３１に接続され、またドレイン２１３は第二の電池に
接続される。（充電器からの）電源における電圧がドレイン（第二の電池１２６）におけ
る電圧より高い時、ＭＯＳＦＥＴ２１０は「オン」で、電源からドレインへと電流が流れ
るのを許容することになる。ドレインにおける電圧が電源における電圧以上の時、電流は
流れないことになる。この実施形態では、ＭＯＳＦＥＴは、Ｄｉｏｄｅｓ　Ｉｎｃ．のＤ
ＭＰ１０２２ＵＦＤＥ－７　ＭＯＳＦＥＴであり、飽和したモードでの抵抗は２１．５ｍ
Ωであり、またパッケージサイズは２ｍｍ×２ｍｍである。
【００３３】
　この実施例では、システムは第二の電池１２６の８Ｃ～１０Ｃの速度での急速充電用に
構成されている。この速度で急速充電するために、定電流充電相が使用され、その後に定
電圧充電相が続く。ＭＯＳＦＥＴがオンの時、充電中の抵抗を確実に低くし、結果として
エネルギー損失を低くするために、図３の回路は、電源からドレインへの電圧を増幅し、
これを定電流相の間にＭＯＳＦＥＴによって生じた降下がＭＯＳＦＥＴを飽和したモード
で動作するのに十分なように選択したゲインでゲート２１５に適用することによって動作
する。この例では、定電流相の間の定電流は約１アンペアである。約０．６アンペア未満
のより低い電流では、例えば、定電圧相の間、ＭＯＳ－ＦＥＴは線形エリア内で動作する
ことになる。次に、以下に記述しかつ図３に示す制御回路は、電源とドレインとの間の電
圧降下を調節するが損失は常に低い。
【００３４】
　８Ｃ～１０Ｃにおける充電は一般的な充電速度よりずっと速く、また当然ながら、装置
に対する一般的な動作のモードとなるように選択される場合にはＭＯＳＦＥＴがずっとよ
り低い充電電流において飽和したモードで動作するように構成要素がより高いゲインを提
供するように選択できる。
【００３５】
　電源からドレインへの電圧を増幅するために、オペアンプ２１２が使用される。この実
施形態では、オペアンプ２１２は、Ｔｅｘａｓ　ＩｎｓｔｒｕｍｅｎｔｓのＯＰＡ３６９
である。
【００３６】
　オペアンプのために必要とされるゲインは以下から決定される。
●飽和したモードでＭＯＳＦＥＴの低い抵抗の恩恵を受けるために必要とされる最大のゲ
ート電圧、および
●電源とドレインとの間の電圧降下。
【００３７】
　この実施形態では、動作ゲート電圧ＶＧＳ＝－３．０Ｖである。このゲート電圧（ＲＤ
ＳＯＮ）を用いたＭＯＳＦＥＴの抵抗は、１４ｍΩの一般的な値である。１．０Ａの公称
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充電電流については、ＭＯＳＦＥＴ　２１０の両側で１４ｍＶの電圧降下をもたらす。従
って、必要とされるオペアンプ２１２のゲインは、おおよそ以下のとおりである。

【００３８】
　反転増幅器のゲインは、抵抗器２１４と抵抗器２１６との間の抵抗の比によって与えら
れる。
【００３９】
　短絡の際、充電式電池からの電荷は抵抗器２１４を通して流れることになる。従って抵
抗器２１４は、短絡の際に流れる電流が確実に低く、理想的には１ｍＡ未満になるように
選択される。最大電池電圧Ｕは３．６５ボルトである。抵抗器２１４には１０ｋΩの値が
選択され、これは以下の電流を許容する。

【００４０】
　この値は１ｍＡの制限より低く、従ってこの要件を実現する。
【００４１】
　次に、抵抗器２１６の抵抗はゲインを決定する。この実施形態では、４７Ωの値が選択
され、以下のゲインが提供される。

【００４２】
　この２１２．７という値は上記で計算した２１４．３の値に近い。このため、充電式装
置が充電装置に適切に接続されている時、ＭＯＳＦＥＴ　２１０はオンで、抵抗は低い。
短絡があり、かつ充電接点３１１における電圧が接地に引かれている時、ＭＯＳＦＥＴ　
２１０はオフで、これを通した電流フローはない。
【００４３】
　抵抗器２１８によって導入された小さいバイアスは、電源電圧とドレイン電圧が等しい
時にＭＯＳＦＥＴ　２１０が適切にブロックされるのを確実にする。これは充電電圧が接
点パッドに適用されない時、および電池電圧が抵抗器２１４を通して入力に与えられ充電
パッド上で電池電圧を読み取ることができる時に発生する。抵抗器２１８は、この状況に
おける抵抗器２１６の両側に小さい電圧降下を確保する。次いでこれは、オペアンプの負
の入力における電圧がオペアンプの正の入力における電圧よりも、オペアンプ内のあらゆ
る内部オフセットを超える量だけ低いことを確実にする。抵抗器２１８については１ＭΩ
の抵抗値が選択される。これは、バイアス抵抗器２１８が結果的にごくわずかな追加的な
アイドル電流を回路により引き出すことを確実にし、また正常な動作中の抵抗器２１６の
両側に小さい追加的な電圧降下のみを確保する。
【００４４】
　ゲート抵抗器２２０は、ＭＯＳＦＥＴ　２１０のゲートキャパシタンスに起因してオペ
アンプが容量性負荷を見込むのを防止する。容量性負荷が大きいと、オペアンプの出力短
絡電流を超える電流ピークにつながる可能性がある。ゲート抵抗器２２０の選択された値
１ｋΩは、すべての事例において、オペアンプの特定の出力短絡電流よりも電流ピークを
低く保つ。
【００４５】
　抵抗器２２２は、ゲート電圧を電源電圧と近いまま確実に保つプルアップ抵抗器であり
、従ってオペアンプの出力が無効な場合でさえもＭＯＳＦＥＴはブロックされる。これは
、電池電圧がオペアンプの最低電源電圧である１．８Ｖよりも降下する時に発生する可能
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性がある。この例では、抵抗器２２２の抵抗値は１０ｋΩである。
【００４６】
　説明したように、充電式装置が定電流充電相中に充電装置に適切に接続されている時、
ＭＯＳＦＥＴ　２１０のゲート電圧は飽和したモードでのＭＯＳＦＥＴの動作にとって十
分であり、抵抗がとても低く、そのため電力損失がとても低い。
【００４７】
　充電式装置が充電装置から外されていて、充電接点上に接続が無い時、ＭＯＳＦＥＴは
オフで、これを通して電流が流れる可能性はない。充電接点との間に短絡がある場合、Ｍ
ＯＳＦＥＴはオフのままであり、ＭＯＳＦＥＴを通した電流フローはない。短絡した場合
、１ｍＡ未満の小さい電流のみが抵抗器２１４を通して流れることができる。
【００４８】
　上述の例示的な実施形態は例証するが限定はしない。上記で考察した例示的な実施形態
に照らすことにより、上記の例示的な実施形態と一貫したその他の実施形態も当業者には
明らかとなろう。

【図１】

【図２】

【図３】
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【要約の続き】
出さない方法で短絡保護を可能にする。
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